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紙芝居上演には、多くの人が集まりました

地域を守る消防団の新たな一歩
初の実践消防操法で磨く現場力とチームワーク

　
あ
わ
せ
て
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
実
証
実
験

の
出
店
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
出
店
対
象
事
業
者
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大
津
町
に
事
業
所
を
持
つ
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
事
業
者

●
出
店
料

　
実
証
実
験
中
は
無
料

●
出
店
に
つ
い
て

　
事
前
登
録
制
・
出
店
申
請
制
で
す
。

　

�

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

大津中央公園にキッチンカー登場！
◦問い合わせ　役場都市計画課　都市施設係　☎096（293）4011

出店

大
津
中
央
公
園
で
は
、
公
園
利
用

者
の
利
便
性
向
上
と
に
ぎ
わ
い

創
出
を
目
的
と
し
て
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

出
店
の
実
証
実
験
を
実
施
し
ま
す
。

　
今
回
の
実
証
実
験
で
は
、
土
日
祝
日

に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
出
店
し
、
公
園
を

訪
れ
る
皆
さ
ん
が
気
軽
に
飲
食
を
楽
し

め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
公
園
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
管

理
運
営
上
の
課
題
を
把
握
し
、
今
後
の

制
度
化
や
他
の
都
市
公
園
へ
の
展
開
の

可
能
性
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
ま
す
。
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期
間　
７
月
４
日（
土
）～
令
和
９
年

３
月
28
日（
日
）

●
出
店
日
時

　

�

土
日
祝
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
30
分（
大
津
中
央
公
園
で
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
時
を
除
く
）

　

�

各
店
舗
に
よ
り
出
店
時
間
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●�

出
店
場
所

　

�

大
津
中
央
公
園
西
側
出
入
口
付
近

　
（
か
め
さ
ん
す
べ
り
台
そ
ば
）

　
公
園
で
の
新
た
な
楽
し
み
方
と
し
て
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　Honda 熊本硬式野球部が、６月８日にリブワーク藤
崎台球場で行われた都市対抗野球大会九州地区予選第二
代表決定戦にてＪＲ九州との激闘を４対３で制しました。
これにより大津町の代表として２年連続19回目の本大
会出場を決めました。本大会は東京ドームで８月26日
～９月６日まで開催されます。

東京ドームへ！Honda 熊本硬式野球部を応援しよう

本大会出場を決め、喜ぶ選手たち

都市対抗野球大会本選出場！
江藤家住宅に全国の重文民家関係者が集う

国重要文化財「江藤家住宅」春の一般公開

当日は晴天に恵まれ、多くの来場者でにぎわいました

　５月31日、「江藤家住宅」春の一般公開を開催し、町
内外から約270人が来場しました。会場では尺八・箏の
演奏や紙芝居、文化財保護委員による解説が行われ、来
場者は歴史ある建物の魅力や保存・活用の取り組みへの
理解を深めました。今回の一般公開は、九州で初開催と
なった「全国重要文化財民家の集い」総会にあわせて実
施され、前日の総会では江藤家住宅を主な見学会場に、
全国から約90人の所有者・関係者が参加しました。来
賓の金田町長は熊本地震を例に文化財継承の重要性を述
べ、江藤家住宅まもろう会の坂田純一氏が復旧後の活用
事例を紹介しました。

　大津町と菊陽町の消防団が集い、日頃の消火訓練の成果を競う
「菊池郡消防操法大会」が、大津中央公園で開催されました。今年は、
伝統的な「小型ポンプ操法」に加え、実際の火災現場を想定した新
しいカタチの「実践消防操法」を全国的にも珍しい取り組みとして
初めて実施しました。 小型ポンプの部優勝の第３分団

現場で役立つ技術を磨く「実
践消防操法」。型に縛られず、
チーム独自の戦術で的を狙う、
リアルな訓練です。

　今回初開催となった「実践消防操法の部」は、「いかに素早く、
安全確実に火を消すか」という現場での実用性に特化した競技
です。
　小型ポンプ操法はホースを１本伸ばして１つの的を狙うのに
対し、実践消防操法は実際の火災
現場を想定し、２本のホースを伸
ばして次々と５つの的を落として
いくという違いがあります。
　各分団の訓練では、団員同士で
積極的に意見を出し合い、試行錯
誤を繰り返す姿が多く見られまし
た。これにより、実際の災害現場
に直結する生きたスキルが磨かれ、
消防団全体の対応力向上に繋がる
大会となりました。

試行錯誤で深まったチームワーク

　両部門において、各隊が日頃の訓練の成果を
存分に発揮しました。
　上位入賞を果たした分団は以下のとおりです。
【小型ポンプ操法の部】

優　勝： 大津町消防団 第３分団
準優勝： 菊陽町消防団 第１分団

【実践消防操法の部】
最優秀賞： 菊陽町消防団 本部機動隊
優 秀 賞： 大津町消防団 第１分団
優 良 賞： 菊陽町消防団 第４分団

　なお、優勝した大津町消防団第３分団は、菊
池郡の代表として９月６日（日）に開催される熊
本県大会（開催地：阿蘇市）へと出場します。

大会結果

募集期間が短いため、
お早めにお申し込みください。

町民応援団を
募集します！
町民応援団を
募集します！
町民応援団を
募集します！
町民応援団を
募集します！
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